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ことなのか  中村 晃也 

 

 

 

 

 

 

1 月のお題写真 

 

 

お百度を踏んでキツネに 
化かされる 中村 晃也

寸 評：男女二人が多くの 
鳥居を潜って何の祈願をして

いるのか。まさか二人で化か

し合っているのでは？ 
色彩感、遠近感のあるよい画

面である。 

首ひとつ差し出せば 
  済むことなのか  中村 晃也 
寸 評：なにやらデカダンな感じがす

るが前都知事の言動を思い浮かべる。

差し出す首が仏像の首であることが

救いとも皮肉ともとれるところであ

る。 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

感じられず 

 
 
 
 
 

寸 評：今月は黒沢弘子さんの「桜とベンチ」を主題にしたお題写真でした。 

ただ写真からは、桜が咲いた華やかな気分は全く感じられず、どちらかと 
いうと暗い、静かな句が多く出され、甲乙付け難たく入選句が増えました。 

 
例えば、１）と７）の句のように不貞腐れとか不安を詠ったものや、 

３）、５）の句のように、咲いても人がいないとか、静かに散る桜を詠むものが

多い中で４）のように誰かを殺してしまったような極端な句もありました。 
  

そのような中で２）のように「いろは」の句を持ち出して超然とした態度に

終始する方もいれば、６）のように写真の内容とどう関係があるのかアッケラ

カンとした句を作る方もおられました。 
 
 いずれにしてもどんな写真がきてもなんとか句を捻り出す根性と技術は 3 年

間の訓練で十分に醸成されたようで、ご同慶の至りです。     以上 

句付け 

１）不貞腐れ桜の花に背をむけて     中村 晃也 

２）誰を待ついろはにほへと散りぬるを    三春 

３）しずしずとベンチにひとひら桜花   安藤 晃二 

４）かの人は桜の下に眠るなり      矢沢 正二 

５）人住まぬ村のさくらはひとり咲く   大月 和彦 

６）フレッシュマンすぐにダッシュだ初仕事 下山 健夫  

７）約束のベンチに誰も来ぬ不安     中村 晃也 


